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いよいよ最終コーナーHATOプロジェクト !
HATOプロジェクトが、いよいよ最終コーナーにさしかかってきました。平成24年度から始まった取り組みですが、

はやいもので今年が6年目となります。
昨年度、プロジェクトで生まれたテキストや動画教材など、補助金期間終了後も成果物を情報として4大学が協力して

発信する「連携」の取り組みと、改善されたり産み出されたりした組織やカリキュラムを4大学が力を合わせ、外部も活用
可能なものとして成果を広げていこうとする「協働」の取り組みに区別しました。その上で、本年度終了時の「出口」をイ
メージしていただき、そこに向けた工程をご検討いただきました。こうした方向づけに基づいて、本年度は最終成果をま
とめ上げていくことになると思います。
新年度の最初のセンター通信ということで改めて振り返ってみますと、HATOプロジェクトは、いわゆる学術的な研究

経費ではなく、大学の機能改革のための経費として補助を受けたものである、というこの点に関わる姿勢が、いつも問わ
れていたように思います。中間評価や、機会のあるごとに文科省等にも成果を報告に行くのですが、その観点は、いつも「大
学改革」という点にありました。このことからすると、最終年度である本年度の「出口」イメージは、4大学が、あるいは
本学が6年間の取り組みを終えてどう変わったか、それを「目に見える」形で示すことが問われていると思えます。
様々な形で本プロジェクトを支えていただいている教職員のみなさまのお力をさらにお借りして、なんとかこうした課

題に応えうるようなゴールを迎えたいと思っています。引き続き、ご協力いただけますように心よりお願い申し上げます。

センター長　松田　恵示

プロジェクト

ＩＲ部門 プロジェクト最終年度を迎え、IR部門では最終目標である「教員養成 IRコンソー
シアム（仮称）」の設立に向けた具体的作業に取り組んでいます。「教員養成 IRコンソー
シアム（仮称）」とは、HATO４大学を含め、教員養成を行う複数の参加大学がIRネット

ワークを形成し共同事業を実施するための共通プラットフォームになるものです。コン
ソーシアムが構築されれば、個々の大学の取り組みを参加大学間で広く共有し、ベンチマーキン

グによって自大学の教員養成教育を相対化して捉え直すことが可能になります。
現在、コンソーシアムの組織化に向け、システムの枠組みや共有すべきコンテンツないしデータベースの検討を

行っているところです。平成26年度から実施してきた「新入生学習調査」は今年度で4年分、平成27年度からの「大
学生学習調査」（上級生調査）は3年分、これに平成28年度に施行を実施した「卒業時調査」を加えると、HATO４大
学の学生の学習・生活行動に関するデータがかなり蓄積されてきたことになります。こうした共通データを集計・
分析するためのデータベースを構築することで、他大学との相互比較や、将来的には学内の各種データとの結合や
それによる教育活動の効果測定などが容易になり、教学改善を加速する装置として機能し得ると考えています（下図
参照）。類似の先行するシステムには「大学IRコンソーシアム」などがあり、そうした取り組みに学びながら、本プ
ロジェクトでは教員養成に特化した IRネットワークを構築しようとしています。参加大学数が増えれば、共有デー
タの精度が上がるだけでなく、それを教学改善ツールとして用いる各大学の教員養成機能の強化・充実が期待でき、

教員養成総体の質的向上につながる可能性があります。
　学生調査に加え、コンソーシアムの共用データになり
得るのが、北海道教育大学を中心に開発中の「教育実習
前CBT（Computer Based Testing）」です。これは教
育実習の事前指導段階において、教職・教科に関する基
礎知識を学生に確認させる「教育実習前検定」と、学生の
主観的レディネスを促すとともに、その状態の把握を支
援する「教育実習前支援アンケート」の２部から構成さ
れています。北海道教育大学では試行を経てすでに本実
施に移行していますが、コンソーシアムでの展開可能性
を検討するため、HATOの他の３大学でも今年度中に試
行を実施することになり、準備しています。本学では、
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放射線教育プロジェクトでは、放射線の正しい知識や
理解を持った教員の養成や現職教員への研修を進める
べく、カリキュラムや教材・コンテンツ開発を行ってき
ました。最終年度となる今年度は、
・開発した教材を活用した教員養成・研修を継続的に行う
・単位互換制度の活用
・これらの成果を連携４大学以外の大学等へ広める
等の活動をイメージしています。今年度は次年度以降、
これらの活動をスムーズに移行するための教育体制の
構築と環境整備に重点を置くことになります。
４大学連携合同集中授業「放射線教育Ⅰ」の授業は、

現行では本学以外の連携３大学の学生は、授業時間数の
関係もあり、単位認定がなされていません。平成30年
度以降、４大学連携による単位互換制度を活用すべく、
授業時間に相当する授業内容の工夫と確保、各大学へ授
業の周知を進めることを検討しています。また、連携４
大学以外の大学との単位互換制度の活用の探索を行う
予定です。本授業が、連携４大学以外の学生の受け入れにも道筋をつけ、本学以外の大学生にとっても、単位
認定を伴う教育課程の授業の１つとなるよう、その移行を進めて行きます。　
また、引き続き他大学への出前授業を継続して行い、教員養成の段階でより多くの学生が放射線教育を受け

る機会を保障したいと思います。
教員養成だけでなく、現職教員向けの放射線教育の研修も継続的に行う予定です。また最終年度であること

を見据え、本学の教員研修機関である理科教員高度支援センター（ASCeST）との連携・協働を進め、平成30
年度以降の活動につなげたいと考えています。
また、今年度の秋には放射線教育をテーマとしたシンポジウム・ワークショップの開催を計画しています。

４大学連携で培った授業の実践研究を報告・紹介し、放射線教育を全国の教員養成や教員研修の中へ広めるべ
く、準備を進めたいと思います。

（責任者　鎌田　正裕）
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今年２月にHATOの４地区を結んでテレビ会議によ
るテレシンポジウムが行われました。東京学芸大学（附
属国際中等教育学校）からは、IB授業を担当する外国人
スタッフが参加し、IB授業の報告とその効果について
レポートしました。事前の告知が遅れたため、各地区で
の参加は、じゅうぶんとはいえませんでしたが、英語に
よるシンポジウムであったこと、テレビ会議をシンポジ
ウムで活用したことは、一定の成果を上げられたと考え
られます。また、日本人の担当者が日本語で意見を出す
など、バイリンガルな環境を用意することが必要などの
反省点を得ることができました。今後に生かしていき
たいと考えます。
また、同じ時期に以前から交流のあった台湾・議大國

際中高等学校と附属国際中等教育学校が正式に姉妹協
定を結ぶことができ、これによってIB校として教員の
交流が今後活発に行われることが予想されます。平成
29年度には本プロジェクトも最終年度を迎えますが、これからもIB教員研修には、支援を続けていくことに
なると思われます。

（責任者　赤羽　寿夫）
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……………………………………………◆放射線教育プロジェクト

特別プロジェクト　IB教育プロジェクト

▲放射線教育Ⅰの授業（放射線の生物への影響）
（2016年9月6日）

▲テレシンポジウムの様子
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